
平成21年度事務事業評価表 担当 内線等

①総合計画、市長マニフェストでの位置付け (該当しない事業については記入不要です。)

施策名

②事務事業の内容

③成果指標

④事業の概要

斎場運営事業

産業環境部　環境課 1252

成果指標①

市長マニフェスト

対象(受益者)

斎場の適切な運営及び維持管理をすることにより手　　段

基本目標、施策に対する貢献度

事務事業名

302

平成22年度計画平成20年度実績

303

2,320

7.8件

項　　目 平成21年度実績

301

成果指標②

焼却件数
（犬・猫等）

2,350

火葬件数

7.7件

1,010

成果指標名

成果指標の
説明

成果、目標

斎場を利用する市民及び市外住民に対して

① ②

１日当たりの焼却件数（犬・猫等）１日当たりの火葬件数

火葬件数/斎場年間開場日数

公衆衛生及び環境衛生の向上、地域住民の利便性を図る。

基本目標

市長マニフェストの執行状況 －

環境衛生

２点　施策の達成にある程度効果があった

１．人と自然が共生する潤いあるまちづくり

－

指標の推移 平成22年度予算（計画）

944

斎場年間開場
日数

焼却件数/斎場年間開場日数

平成20年度決算（実績）

3.3件3.1件

平成21年度決算（実績）

164



⑤事業にかかる人工 （単位：人）

Ｈ20
人工計

5.95人
次長
課長級

0.20人 補佐級 0.30人 係長級 一般職 0.45人 非常勤 4.00人 再任用 1.00人

Ｈ21
人工計

5.95人
次長
課長級

0.20人 補佐級 0.30人 係長級 一般職 0.45人 非常勤 4.00人 再任用 1.00人

⑥事業費 ※決算書、予算書に記載のある事業は決算書等の事業費を記載してください。（単位：千円）

事業費

人件費

合計

特定財源

一般財源

⑦事業の仕分け

説明

⑧必要性

⑨効率性

⑩総合評価

⑪改善点、問題点等

Ａ　市が実施すべき

財源
内訳

38,306

墓地、埋葬等に関する法律により、火葬場の経営主体については、原則と
して市町村等の地方公共団体でなければならないと規定されているため。

Ａ　現行どおり市が実施

6,669

人件費
を含む
事業費

必要性

67,160

今後の改善計
画

平成21年度まで直営方式（全員非常勤職員）で実施していたが、火葬に対する市民の多
様なニーズに対応し安定的な斎場運営を行うため、平成22年4月1日から民間委託を実施
した。

施設の建替え（新築）を見据え、安定的かつ確実な火葬の執行と環境対策のため計画的
な修繕を実施する必要がある。

斎場の施設の老朽化に伴い将来的な斎場のあり方について、平成21年度末に「斎場基本
構想」を策定し、施設斎場を稼動させながら同一敷地内に新斎場を建設することが可能
と判断。今後、実施計画を策定し、平成26年以降の稼動を目指す。また、幸田町には、
建替え(新築)の建設費負担分や維持管理運営費負担分の協議を実施し、経費負担軽減に
努める。

現在の課題、
問題点

過去の改善点

44,975

項　　目 平成20年度実績 平成21年度実績

25,535

19,440

38,17847,965

60,050

19,195

7,110

平成22年度計画

総合評価 Ｂ 事業の進め方に改善の余地がある

効率性 Ｂ　投入された予算、人工にほぼ見合った成果をあげている
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